
委託事業実施内容報告書

平成２２年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語指導者養成】

受託団体名 財団法人茨城県国際交流協会

１ 事業の趣旨・目的

県内の日本語教育の有資格者を(茨城県日本語教育アドバイザーとして登録し、ボランティア日本

語教室等の講師養成講座に派遣することで、各地域における日本語指導者の拡充を図る。

２ 企画委員会の開催について

【概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

8月 30日

14:00

茨城県庁生

活環境部国

際課

県生活環境部国際課

長 小菅 均

代理出席 財団法人

茨城県国際交流協会

総務課長 海老根 光

浩

同協会 事務局長 岩

本 郁子

初級日本語
ボランティア
養成講座派
遣申請状況
および派遣講
師の決定

派遣先 5 団体ならびに
講師を確定。

3月 15日

10:00

財団法人茨

城県国際交

流協会

代理出席 県生活環

境部国際課総括 鷲

尾 重治

財団法人茨城県国際

交流協会理事長 川

俣 勝慶

財団法人茨城県国際

交流協会 事務局長

岩本 郁子

初級日本語
ボランティア
養成講座実
施報告

派遣先 5 団体の講座の
実施報告。
次年度の実施計画。



【写真】

３ 養成講座の内容について

（１） 養成講座名

初級日本語ボランティア養成講座

（２） 養成講座の目標

これからボランティア日本語教室の講師を目指す者や講師初心者に日本語教授法の基礎や

具体的な手法を教授することで、講師数の増加と講師の基礎的スキルの確立を図る。県内

の日本語教育の有資格者を茨城県日本語教育アドバイザーとして登録し、ボランティア日本

語教室等の講師養成講座に派遣することで、日本語指導者の拡充を図る。

（３） 受講者の総数 109 人（出身・国籍別内訳 日本 109 人）

（４） 開催時間数（回数） 150 時間 （ 62 回）

詳細は、下記の通り。

土浦市国際交流協会 3 時間/回×10 回

国際交流友の会「さ・か・い」 3 時間/回×10 回

TokaiJLT にほんご教室 2.5 時間/回×12 回

財団法人水戸市国際交流協会 2 時間/回×15 回

小美玉市国際交流協会 2 時間/回×15 回

（５） 参加対象者の要件

茨城県内のボランティア日本語教室に所属する日本語指導者の初心者、またはこれから日

本語教室を開催したいと希望する団体の会員。

（６） 受講者の募集方法

詳細は、下記の通り。

土浦市国際交流協会 市報「広報つちうら」への掲載 報告書末のチラシ等参考

国際交流友の会「さ・か・い」 広報誌、ホームページに記事を

掲載。他市町村の国際交流協

会に参加を要請。他市町村の

報告書末のチラシ等参考



広報誌に記事を掲載する依頼

TokaiJLT にほんご教室 TokaiJLT にほんご教室の指導

員から村内の知人に周知

財団法人水戸市国際交流協

会

ホームページ掲載 報告書末のチラシ等参考

小美玉市国際交流協会 広報おみたまお知らせ版 10 月

号に掲載

報告書末のチラシ等参考

（７） 研修会場

詳細は、下記の通り。

土浦市国際交流協会 土浦市立四中地区公民館（土浦市国分町 11-5）

国際交流友の会「さ・か・い」 境町役場 4階会議室（猿島郡境町 391-1）

TokaiJLT にほんご教室 東海村ボランティア市民活動センター「えがお」（東海

村東海 3-6-7）

財団法人水戸市国際交流協会 水戸市国際交流センター（水戸市備前町 6-59）

小美玉市国際交流協会 小美玉市美野里公民館（小美玉市堅倉 835）

（８）使用した教材・リソース

使用した教材は、主にみんなの日本語初級Ⅰ（スリーエーネットワーク社出版）を使用した。

そのほか派遣講師が作成したプリントも使用。

詳細は、以下の通り。

土浦市国際交流協会 みんなの日本語初級Ⅰ

国際交流友の会「さ・か・い」 みんなの日本語初級Ⅰ

TokaiJLT にほんご教室 みんなの日本語初級Ⅰ、はかせⅠ

財団法人水戸市国際交流協会 ひろこさんのたのしいにほんご、みんなの日

本語初級Ⅰ

小美玉市国際交流協会 みんなの日本語初級Ⅰ

（９） 講座内容

日時 講座名／学習内容 講師 受講者数

10 月 1 日

10 月 8 日

10 月 15 日

10 月 22 日

10 月 29 日

11 月 5 日

12 月 3 日

12 月 10 日

土浦市国際交流協

会 初級日本語ボラ

ンティア養成講座／

みんなの日本語初級

Ⅰ

第1課～第18課を学

習。

講座 1・2回目は、五

教授者（日本語教育アド

バイザー）

コスモエコー（民間ボラ

ンティア団体）

川辺 千恵子

23 名



12 月 17 日

12 月 24 日

全 10 回

9:30～12:30／

回

総受講時間：30

時間

十音順など日本語の

特徴や、日本語ボラ

ンティアの重要性な

どを講義。

9 月 14 日

10 月 5 日

10 月 12 日

10 月 26 日

11 月 9 日

11 月 16 日

11 月 30 日

12 月 7 日

12 月 14 日

1 月 11 日

全 10回

12:40～15：40

／回

総受講時間：30

時間

国際交流友の会「さ・

か・い」 初級日本語

ボランティア養成講

座／みんなの日本語

初級Ⅰ

0 課～25 課を学習。

助詞の用法、使い分

けを詳しく学習。

講座 9・10 回目に受

講生による模擬授業

の実施。

教授者（日本語教育アド

バイザー）

虹の会（民間ボランティ

ア団体）

布浦 万代

16 名

9 月 4日

9 月 18 日

9 月 25 日

10 月 2 日

10 月 23 日

10 月 30 日

11 月 6 日

11 月 13 日

11 月 20 日

11 月 27 日

12 月 4 日

12 月 18 日

全 12 回

13:30 ～ 16:00

TokaiJLTにほんご教

室 初級日本語ボラ

ンティア養成講座／

みんなの日本語初級

ⅠおよびはかせⅠ

2 種類の教材を比較

し、講座 11・12 回目

は受講生（初心者対

象）による実習実施。

教授者（日本語教育アド

バイザー）

茨城大学留学生センター

八若 壽美子

21 名



／回

総受講時間：30

時間

10 月 14 日

10 月 21 日

10 月 28 日

11 月 4 日

11 月 11 日

11 月 18 日

11 月 25 日

12 月 2 日

12 月 9 日

12 月 16 日

1 月 6日

1 月 13 日

1 月 20 日

1 月 27 日

2 月 3日

全 15回

10:00～12：00

／回

総受講時間：30

時間

財団法人水戸市国

際交流協会 初級日

本語ボランティア養

成講座／ひろこさん

のたのしいにほんご

およびみんなの日本

語初級Ⅰを使って、

日本語の特徴や文

法、教案の作り方な

どを学習。模擬授業

も実施。

教授者（日本語教育アド

バイザー）

オルビス（民間ボランテ

ィア団体）

片山 尹久子

27 名

10 月 18 日

10 月 25 日

11 月 1 日

11 月 8 日

11 月 15 日

11 月 29 日

12 月 6 日

12 月 13 日

12 月 20 日

1 月 17 日

1 月 24 日

1 月 31 日

2 月 7日

小美玉市国際交流

協会 初級日本語ボ

ランティア養成講座

／みんなの日本語初

級Ⅰ（１課～５０課）

日本語の教え方や教

える文型を学習。

教授者（日本語教育アド

バイザー）

ラブニール（民間ボラン

ティア団体）

藤井 美治子

22 名



2 月 14 日

2 月 21 日

全 15回

19:00 ～ 21:00

／回

総受講時間：30

時間

（10） 講座の評価

① 受講生に対するアンケート

初級日本語ボランティア養成講座に参加した受講生のほとんどは、これから日本語

を教える方やボランティア日本語教室に入って間もない方がほとんどであり、講座を

受講して、普段話している日本語を教えることの難しさと日本語の奥深さを知ったよ

うであった。派遣した講師は、受講生のほとんどが初心者ということもあり、日本語

文法習得の前に、日本語の特徴や指導について、地域においてボランティアで日本

語を教える重要性などの概論的な話から始まった。その後、教材の各課に沿って具

体的な文法について講座を進めた。講師は、豊富な知識・経験によって色々と体験

談を交えながら、指導方法や具体例を毎回わかりやすく話し、すぐにボランティア日

本語教室で使えそうなアイディアを出して説明することで受講生の理解が深まり、大

変良かった。また、日本語教育に対する熱心さも伝わったようである。

指導に関しては、毎講座、新しいことを取り入れ、日本語教室における指導方法な

ども具体的でわかりやすかった。

② 実施主体からの研修内容結果評価

各実施団体と派遣講師が、事前に、現在のボランティア日本語教室での活動状況

や講座内容について細かく話し合い、長期にわたる講座の準備もスムーズに進めら

れた。各実施団体が望む講座内容を講師が的確に準備したおかげだと感じた。

実施団体からは、基礎的なところから体系的に各課の教授法を勉強する機会が得られ

て良かったことや各教室が実際に使用しているテキストを教材として各課の具体的な教

授法を解説する実践的な内容であり好評を得た。また、パソコン（パワーポイント）を使

用した団体もあり、受講する側が初めての試みであったようだが、聞くことに集中できた

と好評だった。

講座の多くは、１グループ４～５人の少人数のグループに分け、受講生全員が話し

合いやすいよう、また活発な意見がでるような雰囲気作りを行った。結果として、グ

ループごとに模擬授業後、他グループを客観的に見て、お互いの感想を述べ合う、

とても良い雰囲気で講座を終了できた。

③ 実施主体からの外国人支援体制等今後の計画



本講座により新たなボランティア日本語講師が確保され良かったとの評価を得られた。

今後は、実施団体のボランティア日本語教室の会員となり、日本語学習希望者や小・中

学校における外国人児童対象の日本語教室の教師補助に当たる予定となっている。

しかし、講座終了後、すぐに講師として指導に当たるのは、習得技術的に難しいこと

から、実践講座や団体が実施する自主講座などの更なる研修を重ね、会員の経験

者とともに活動しながら、一人で指導できるようにする。

（11） 事業の成果

① 他事業との連携

当協会が毎年開催している外国人による日本語スピーチコンテストには、今回(平成 23

年 1 月 29 日)も、県内のボランティア日本語教室で学ぶ外国人が発表者として参加した。

このコンテストでは、県内の日本語ボランティア教室の講師によって選出される日本語

ボランティア賞が設けられており、38 名のボランティア講師が日本語ボランティア賞の審

査員として参加した。このコンテストは、ボランティア日本語教室講師やその学習者の活

動のモチベーションの向上の一助となっている。

② 研修後の人材活用

講座に参加したほとんどが初心者であり、本講座を修了後、受講者は各実施主体のボ

ランティア日本語教室の会員となる。受講者の中には、既にボランティア日本語教室の

会員ではあるが経験の浅い受講生もおり、今回の講座で学習したことを実践で活かし、

引き続き外国人への日本語教育活動を精力的に行うことが期待される。また、ボランテ

ィアとして日本語教育に携わっていくことから細く長く続けられるよう期待したい。

なお、初級講座のほかに、レベルアップ講座を協会独自で開催しており、更なるスキル

アップのため、レベルアップ講座の実施もある。

当協会のホームページでも県内ボランティア日本語教室の開催状況を掲載しており、随

時問合せがあった際、紹介できる体制をとっている。

（12） 今後の課題

本制度を安定的に実施していくために今後とも財源確保を積極的に行うとともに、費用対効

果を向上させるためにも、1講座あたりの参加者を20人とし、より多くの参加者が本講座に参

加できる制度に変更したが、今年度は 20 名以下での講座開催となってしまったところがあっ

た。各ボランティア日本語教室の状況を考慮し、受講生の確保がしやすいよう H23 年度は 15

名の参加者と変更する。15 名の確保が難しい団体は、他団体との共催も可能としており、期

待したいところである。

派遣講師については、毎年同じ開催場所へ派遣しないよう調整が必要である。マンネリ化を

防ぐことや多数の派遣講師からさまざまな手法、知識を得ることによって、初級講座がより充

実したものにしたい。また、初級日本語ボランティア養成講座は長期にわたり実施される講座

のため、派遣講師も時間的にも体力的にも難しいところもあり、複数体制にするなど講師も講

座に協力しやすくする工夫する必要があると考えられる。


























